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青少年の安全とプライバシー確保に向けて

Metaにおける青少年に対する多層的な取り組み

共創と協議を
通じた若者の

ための枠組みの
立案

利用者の
年齢の把握

サービス上の
制限

透明性確保と
教育

安全性確保と
機能

広告の制限

保護者による
監督

ヌード、過激な暴力、自傷行為、いじめ
または差別的な発言を含むコンテンツに
対する積極的な削除等の対応

コンテンツモデレーションの公開レポート
（『コミュニティ規定施行レポート』）、青少年
ポータル、保護者ガイド、
ファミリーセンター、「この投稿が表示される
理由」機能、情報へのアクセスとダウンロー
ドなど

プライバシーと安全性をデフォルト設定で
保護、ウェルビーイングを促進する「ひと休
みしませんか？」の通知、大人がティーン
のコンテンツを閲覧・フォローしにくくする機
能、NCMEC
との「Take it Down」連携など

例

年齢要件と年齢情報の収集、
未成年者による利用の報告、

年齢確認メニューのオプション、
AIによる年齢モデルなど

Metaの「子どもの最善の利益」フレームワーク、青
少年のためのデザインガイドなど

18歳未満の利用者に対する
アルコール広告、

ダイエット広告の表示禁止、
18歳未満の利用者に対する興味に基づく

ターゲティング広告の表示禁止、
プロフィールから取得した個人情報を

ターゲティング広告に利用しない
（すべてのユーザー対象）、など

使用時間の設定、ティーンがフォローしている
アカウントの確認/ブロック設定、

またはティーンのアカウントプライバシー設定など

例

例

例

例

例

例
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ティーンアカウントとは

保護者の見守りのもとで安全に Instagramを利用できるよう

10代の子どもたちのために開発された体験

● 13〜17歳の子どもが対象

● 安全のための様々な機能や設定が自動的に適用

● 新たにアカウントを作成する場合だけでなく

既にInstagramを利用している場合も自動的に移行

日本では今年1月から導入開始



ティーンアカウント導入の背景

10代の子どもによるソーシャルメディアの利用について

世界中の保護者の懸念に応える機能

● コンタクト（誰と連絡を取っているのか）

● コンテンツ（どんなコンテンツを見ているのか）

● スクリーンタイム（利用時間）

13〜15歳の子どもが設定を変更（緩和）するためには

ペアレンタルコントロールを使って保護者の承認が必要



代表的な機能・設定

非公開アカウント

● 自動的に非公開に設定

● フォロワー以外の利用者は子どもの投稿を見たり交流

することはできず、新しいフォロワーからのフォローリ

クエストは都度承認する必要がある

※ 13〜15歳：既に持っているアカウントが公開設定であっても

非公開に変更

※ 16〜17歳：既にアカウントを持っている場合、

ティーンアカウントに移行後も設定を維持できる。

新規アカウントを作成する場合はデフォルトで非公開



代表的な機能・設定

DM（ダイレクトメッセージ）の制限

● 子どもがフォローしているアカウント、もしくは　既につな

がっている相手からの DMしか受け取れない

※ 既につながっている相手 = フォローはしていないが、グループチャット

でやりとりをしているアカウントなど



代表的な機能・設定

コンテンツの表示

● 発見タブやリールなどで「不適切なコンテンツ」の　表示を

減らすようデフォルトで設定

● 特定のキーワードや絵文字が含まれるコメントやDMのリ

クエストを表示しない「非表示ワード」も自動でON

※ 不適切なコンテンツ = コミュニティガイドラインには違反して　いないが、

不快に感じる人がいる可能性のあるコンテンツ



代表的な機能・設定

利用時間の管理

● 1日の利用時間が1時間を越えるとアプリを閉じるようリマ

インダーが届く

● 午後10時から午前7時はスリープモードを適用されて通知

がミュートになり、DMにも自動返信が送られる



より深く子どもの体験に関わるには

ペアレンタルコントロール

● 13〜15 歳の子どもが設 定を変 更 （緩 和 ）するには

ペアレンタルコントロールを使って保護者の承認が　必要

● 保護者もInstagramのアカウントが必要で

アプリ上で子どものアカウントと紐付ける仕組み

● 双方の承認（同意）が無いと利用できない

● 子どもがフォローしているアカウントを確認したり、利用時

間の制限をより細かく設定するなどの機能も　利用できる



青少年の年齢を

理解するための

継続的かつ

多層的な

アプローチの

設計

機械学習による十代の可能性が高

い利用者の検出

年齢に適した体験を提供できるよう、

年齢予測モデルに投資し、

十代である可能性が高い利用者を

検知

登録時に年齢を収集

年齢に関係なくアカウント登録時に生年月日

の入力を必須とし、技術的な制限により、子

どもが偽の情報を入力しづらくするプロセス

を採用

コミュニティからの報告

FacebookとInstagram上の未成年と思われ

るアカウントを誰でも報告でき、これらの報告

を審査する専用チャネルを用意

保護者への啓発

保護者向けポータルや各種啓発キャンペー

ンを通じて、最低使用可能年齢を

保護者に周知

コンテンツの審査

13歳未満の子どもと思われるアカウントを

削除するため、コンテンツ審査担当チーム

を訓練

矛盾するシグナルがある場合、複数の

方法で年齢確認を行う

18歳以上向けの機能を利用できるよ

う、様々な子どもの年齢確認方法を模

索

年齢を理解する





ティーンアカウントの認知向上に向けた発信

- Instagramのティーンアカウントの概要と、家庭での話し合いにあ

たり気を付ける点をまとめた資料を公開

- 関係団体の協力のもと、保護者や教育機関などに配布

PDF版は以下QRコードからダウンロードしていただけます





デジタルリテラシー教育プログラム「みんなのデジタル教室」の展開

• 2020年より、デジタル社会に必要な「デジタルアイデンティ

ティ」の考え方や、「フェイクニュースの見分け方」、「デジタル

シチズンシップと情報発信」について、それぞれ50分間の授

業を提供

• NPO法人企業教育研究会と共同で日本に合わせたコンテン

ツを制作し、オンライン・オフラインで授業を実施

• 中学生・高校生を対象としており、これまでのべ4万人以上

が受講

• 約85%の生徒が授業を受けて、インターネットやアプリ、
SNSの利用の仕方について考えが変わったと回答



「みんなのデジタル教室」授業内容

「デジタル・アイデンティティを考える」

SNSなどオンライン上で公開されている個人情報について考えます。一般的にイメージされる「個人

情報」だけでなく、普段あまり意識しない「履歴」や情報の「シェア」が蓄積することも、その人の「デ

ジタルアイデンティティ」を構成していることがわかります。安全に、安心して楽しくネットのアプリや

SNSを利用するための対策やコツを、クリエイターへのインタビューやアクティビティを通じて学びま

す。

「偽ニュースの見分け方」

誰かを騙したり、冗談のつもりで投稿されたりした情報は、あっという間に拡散され、多くの人に影

響を与えています。こういった「偽ニュース」が発信される動機や、情報を受け取る側の視点を考え

ます。「偽ニュースを見分けるための様々なポイントについて、アクティビティを通じて学びます。ま

た、拡散しないためのコツを学びます。

「デジタルシチズンシップと情報発信」

近年、デジタルシチズンシップという考え方が注目されています。より良い社会を作るために、責任

と思いやりを持ってデジタル技術を活用するためのスキルと姿勢を指す言葉です。テクノロジーを

使って社会に積極的に関わることは、これからの社会の一員として求められる能力です。疑似体験

のワークを通して、安全かつ効果的なSNSでの情報発信のしかたを考えます。



takeitdown.ncmec.org/ja



● Take It Downは、18歳未満の子どもの性的な画像が、
本人の同意なしに公開のオンラインプラットフォーム上で
拡散されることを心配している人のためのグローバルプ
ラットフォームです。

● Take It Downは、18歳未満の子どもの裸、部分的に
裸、または性的に露骨な画像や動画に、ハッシュ値と呼
ばれるデジタル指紋を割り当てることで機能します。

● Take It Downでの申請によって、画像や動画が本人の
デバイスから外に出ることはありません。ハッシュ値のみ
がTake It Downにアップロードされ、NCMECに提供さ
れます。

● 加盟企業のプラットフォームで一致する画像が投稿され
た場合、各企業はプラットフォーム上のコンテンツを審査
し、ポリシー違反の有無を確認し、適切な措置を講じま
す。

takeitdown.ncmec.org/ja



+ 6 other companies
この他、６つの企業が加盟
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デバイス上でのヌード保護

プライバシーを保護しながら潜在的に不適切な画像をぼか

す機能の導入

● 性的な画像の作成と共有を削減

● 画像受信時の不要な表示を防ぎ、サポートを提供

● 性的な画像の再共有に対する啓発と障壁を導入

● 再接触を防ぐための関連機能を紹介

18歳未満のティーンに対してはグローバルでデフォルトで有効化され、大人には有効
化を促す通知が表示されます。
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